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論文内容の要旨
【目的】加齢黄斑変性は高齢者の失明原因とし'てもっともif¥.要な疾患であり、中心窟トの脈絡膜新生血管
には光線力学治療が最も有効な治療法とされている。そこで新開発された光感受性物質ATX-SI0(Na) 
を使用して光線カ学治療 (PDT)により脈絡膜新生血管閉薬効果と正常網膜への影響について検討した。
【方法】 1)ブラウンノルウェーラット12匹24眼に実験的脈絡膜新生血管を作成し、 ATX-SlO(Na) (光ケ
ミカル研究所)8mg/kg体重を静注し、直後または 2時間後に半導体レーザー(波長672問、 j兵訟ホト
ニクス)を新生血管に照射した。照射強度は3.27~65. 3J/cnfとし、治療翌日から 4週後まで経時的にフル
オレセイン蛍光眼底造影 (FA)と形態学的観察を行い、網膜血管を傷害することなく新生血管を閉塞でき
る照射条件(至適治療条件)を検索した。 2)ブラウンノルウェーラット 5匹10眼に応法 1)で得られた
孟適治療条件卜でE常網膜のPDTを行い、治療翌日から 4週後まで経時的にFAと形態学的観察を行った。
【結果】 ATX-SIO(Na)投与直後lこ7.40-19.6J/cnf、2時間後に36.7-65. 3J/cnfを照射した部位で、網
膜巾管は閉寒されずに新牛.血管が4週間開業し、再発もみられなかった。正常網膜のPOTでは脈絡膜毛
細血管の閉塞、網腰色素上皮細胞の障害と、それに続発した外頼粒脳細胞数の減少、視細胞内外節の消失
がみられた。
【結論】烹適治療条件下では、新生血管を長期にわたり閉寒しうるが、網膜外層の傷害はある将度避けら
れなかった。
論文審査の結果の要旨
表在性悪性腫1哀の有効な治療法として開発が行われてきた光線力学治療は、近年さらに血管系への棟々
な効果が判明してきており、臨床における適応範囲の拡大が期待されている。高齢者失明の愚大の原因と
なっている加齢黄斑変性における脈絡膜新生血管閉塞への臨床応用が大きな関心を呼んでいる。そこで、
新しく開発された本溶性光感受性物質ATX-SIO(Na) (光ケミカル研究所)を用いて、光線力宇治療 (PDT)
による実験的脈絡膜新生血管の長期的開寒効果とiE常網膜への影響について検討した。
1 )長期的閉塞効果:ブラウンノールウエーラット 12匹24眼にレーザ一過剰凝固による実験的脈絡膜新生
血管を作成し、 ATX-SIO(Na) 8mg/kg休重を静作し、直後または 2時間後に半導体レーザー(波長672nm、
浜松ホトニクス)を新生血菅に照射した。蝉
? ???? 、?
時的にフルオレセイン蛍光眼底造影 CFA)と形態学的観察を行い、網膜血管を傷害することなく新生血管
を閉塞できる至適治療条件を検索した。 Z)正常網膜への影響:ブラウンノールウエーラット 5匹10眼に
方法 1)で得られた至適治療条件下で正常網膜のPOTを行い、治療の翌日から 4週後まで経時的にFAと
形態学的検索を行った。
その結果、 ATX-SIO(Na)投与直後に7.40-19. 6J/cnf、2時間後に36.7-65. 3J/cnfを照射した部位で、
網膜血管は閉塞されずに脈絡膜新牛血管が4週間まで閉寡し、再発もみられなかった。正常網膜のPDT
では脈絡膜毛細血管の閉塞、網膜色素..I._皮細胞の障害と、それに続発した外頼粒層細胞数の減少、視細胞
内外節の消失が観察された。
したがって、主適治療条件下では、脈絡膜新生血管を長期にわたり閉塞しうるが、網膜色素上皮細胞へ
の影響もあるので、網膜外!醤の障害はある程度避けられなかった。
以上の研究は、新しい光感受性物質を用いた光線力学治療による脈絡膜新生血清閉塞の臨床応用にむけ
た有用な知見であり、よって本研究者は、博 1:(医学)の学位を授与されるに値すると判断された。
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